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序

　本書は平成21年度に実施した高齢者福祉施設建設に伴う飯塚２遺跡の発掘調査の成果を

まとめたものです。

　飯塚２遺跡は事業に先立ち実施した調査で新たに発見された遺跡です。古墳時代の竪穴

住居が確認され当時の土器などの遺物が出土しました。

　本遺跡が所在する飯塚地区は市西部の平野部に位置し山形市街地から西へ向かう街道沿

いあたります。その中心部には戦国武将最上義光の重臣日野将監の館跡である「飯塚館」

が所在します。また地区内から延文二（1357）年の紀年銘のある阿弥陀三尊板碑が出土し

ており，さらに古くは箱式石棺をもつ古墳がつくられるなど古代から人々のくらしの場と

なっていました。

　現在市内には国指定史跡「嶋遺跡」をはじめ埋蔵文化財と呼ばれる地中に埋もれた文化

財が380箇所以上確認されております。これらの文化財は郷土の歴史や文化を理解する上

で欠くことのできない市民共有の歴史的財産となっています。

　山形市教育委員会では市内各所において各種社会基盤整備に関する開発事業が行わる際

には埋蔵文化財保護の観点から開発との調整及び調査記録を行っております。

　本書が埋蔵文化財の保護と啓蒙のためにそして皆様の郷土史探求の一助としてご活用い

ただければ誠に幸いです。

　最後になりましたが調査にあたって埋蔵文化財の保護に特段のご理解をいただき発掘調

査に多大なご協力をいただきました事業者や工事関係者の皆様並びに関係各位に厚く御礼

申し上げます。

　平成22年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山形市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　後藤　恒裕



 



例　　言

１　本書は平成21年度に実施した「飯塚２遺跡」の緊急発掘調査の報告である。

２　調査は社会福祉法人慈風会の依頼により山形市教育委員会が実施した。

３　調査要項は以下のとおりである。

  遺 跡 名 飯塚２遺跡（いいづか２いせき）

  所 在 地 山形県山形市飯塚字宮浦1447-4

  遺 跡 番 号 平成21年新規発見

  試 掘 調 査 平成21年４月２日～同年４月３日

  現 地 調 査 平成21年５月25日～同年６月29日

  整 理 作 業 平成21年８月３日～平成22年３月31日

  調 査 面 積 130㎡

  調 査 主 体 社会福祉法人　慈風会

  調査実施機関 山形市教育委員会

  調査担当者 社会教育課　課　　　　　長　齋藤　　悟

　　　　　　　　　　　　　　　課　長　補　佐　冨木慶太郎

　　　　　　　　　　　　　　　文化財保護係長　野口　孝文

　　　　　　　　　　　　　　　主　　　　　任　國井　　修

　　　　　　　　　　　　　　　臨　時　職　員　樋口　有美

４　本書の作成・執筆は國井修が行い樋口有美が補佐した。

５　発掘調査及び出土遺物の整理にあたっては以下の方々からご協力をいただいた。記して感謝申し

上げる。（敬称略）

　浅香憲一　安達裕平　伊藤桂子　大津弘　小笠原吉二　海藤元　佐々木郁子　白田敬　土屋邦松

　深瀬美貴子　村上誌乃　村山一彦　阿部啓一　菊池浩　星野洋一　吉田洋一　吉田チエ

６　委託業務は以下の通りである。

　基準点測量　株式会社パスコ山形支店

　年代測定　株式会社古環境研究所

　木製遺物保存処理　株式会社吉田生物研究所

７　出土遺物・調査記録類については山形市教育委員会が一括保管している。

凡　　例

１　本書で使用した略号は以下のとおりである。

　ＴＴ：試掘トレンチ　ＳＩ：竪穴住居跡

２　本書で使用した地形図等は以下の通りである。

　第１図　国土地理院発行１：50,000地形図「山形」（NJ-54-21-11）



　第２図　国土地理院発行１：50,000地形図「山形」（NJ-54-21-11）

　第３図　上段　大日本帝国陸軍陸地測量部発行１：20,000地形図「山形」（明治34年測図）・「門伝」

（明治36年測図）を合成し，１：25,000に縮小。

　　　　　下段　国土地理院発行１：25,000地形図「山形北部」（NJ-54-21-11-2）・「山形南部」（NJ-54-

21-11-4）を合成。

　第４図　上段　山形市発行　１：3000都市計画図（昭和31年発行）を１：2,500に縮小。

　　　　　下段　山形市発行　１：2,500都市計画図「飯塚」（X－QC　48－3）

　第５図　山形市発行　１：2,500都市計画図「飯塚」（X－QC　48－3）を１：1,000に拡大。

３　遺構番号は現地調査段階での番号を踏襲している。

４　遺跡概要図・遺構配置図中の方位は座標北を示している。

５　グリッドの南北軸はＮ－5°13′13″

６　遺構実測図は1/40，1/150で採録し各々スケールを付した。

７　遺構実測図中の標高は海抜を基準とする。

８　土層観察において遺跡を覆う基本層序についてはローマ数字で表している。

９　遺物実測図は１/３の縮図で採録し各々スケールを付した。

10　遺構観察表中における計測値の単位はcmを使用し，（  ）内数値は推定値を空欄は計測不能を示す。

11　遺物観察表中の計測値の単位はmmを使用し，（  ）内数値は復元値を空欄は計測不能を示す。なお

計測基準は以下の通りである。

　　口　　径：口縁部の最上部の最大径

　　頸 部 径：壷，甕などの括れのある器形の括れ部分の径

　　胴　　径：壷，甕など体部が膨らむ器形の体部の最大径

　　器　　高：器の最大高

　　器　　厚：体部の中位の厚み

　　底　　径：底部の最大径，高坏の場合は坏部の底部の最大径

　　脚 部 径：高坏における脚部の最大径

　　脚部底径：高坏における脚部の裾の最大径

　　脚 部 高：高坏において脚部の接地部分から坏部との接合部分までの高さ

12　遺構・遺物番号は本文，表，挿図，写真図版とも一致している。

13　基本層序及び遺構覆土の色調記載については『新版土色帳』（小山・竹原：1973）に拠った。
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Ⅰ　遺跡の位置

１　地理的環境
　山形市は山形県の中部東側，県域を貫流する最上川の流域に並ぶ盆地列の一つである山形盆地南半

に位置する。東側は奥羽脊梁山地に属する蔵王及び面白山山地の西面を，西側は白鷹山地の一部を含

んでいる。総面積は約382平方km，市域の約７割が山地及び丘陵地地帯となっている。市域の最高点

は蔵王熊野岳（標高1840.5ｍ）で最低点は市域北西端の大字中野目（標高約92ｍ）である。

　市域は大きく奥羽山地域・山形盆地域・白鷹山（西部丘陵）地域の３つの地域に区分されている。

本遺跡の所在する山形盆地域は東側を市南東部より北流する馬見ヶ崎川及び市北東部の二口峠付近よ

り西流する立谷川の形成した扇状地で占められている。西部及び北西部では南蔵王に源を発し市南西

部から北流する須川と白川（馬見ヶ崎川下流）の沿岸に氾濫原が広がり低地帯を形成している。この

低地帯には上記河川の旧流路に起因する自然堤防が点在している。

　本遺跡付近は市西部の低地帯にあたり標高は約109ｍ（第１図）。東から西へ緩やかに傾斜している。

耕地整理により現況では把握しづらいが過去の地形図（第３図）や空撮写真（図版１）を見ると付近

には馬見ヶ崎川の支流と推測される小河川が蛇行しながら西流していることが判読できる。本遺跡南

側にも河川と推測される黒色帯が判読されるとともに過去の地図にはそれら小河川を利用した水路が

記載（第４図）されていることから本遺跡は馬見ヶ崎川の支流の形成した自然堤防上に立地していた

と推定される。しかしながら発掘調査では遺構検出面付近で豊富な自然湧水があり上位には未分解の

植物を豊富に含んだ腐植に富む黒色土層を確認したことから遺跡の廃絶後には一時湿地帯となったと

推定される。

２　周辺の遺跡
　本遺跡の北方には飯塚遺跡（古墳時代中期），東方には飯塚口古墳（古墳時代後期？）が所在する。

また西方に中世の館跡である飯塚館が西方に所在する。

　飯塚館は戦国武将最上義光の重臣日野将監の館であるといわれる。この館跡を中心として現在も集

落が形成されており堀跡と推定される水路が残っている。

　飯塚遺跡は耕地整理が行われた際に発見された遺跡である。農業用水路掘削時に遺物が出土したと

いわれるが現在所在不明となっている。また調査記録も残っていないため詳細は不明である。

　飯塚口古墳は工事中に発見されたといわれており詳細な記録は残っていない。箱式石棺をもつ古墳

であったようである。飯塚遺跡と同様詳細な記録が残っておらず規模や構造，出土品は現在不明であ

る。
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第１図　古墳時代遺跡位置図
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Ⅰ　遺跡の位置

表１　遺跡地名表

備　　　　　　　考所在地県遺跡番号遺跡名番号

山形市教育委員会緊急発掘調査実施。飯塚町字宮浦H21新規 飯  塚 ２
いい づか

1

耕地整理中遺物のみ発見。詳細不明。飯塚124 飯  塚 
いい づか

2

須川河川改修時遺物不時発見。敬念寺に石棺の一部移築。
大字志戸田字去
手呂127 去  手  呂  古  墳  群 

さっ て ろ こ ふん ぐん

3

山辺町395 一  本  杉 
いっ ぽん すぎ

4

山辺町教育委員会発掘調査実施。山辺町H9新規 大  塚  天  神  古  墳 
おお つか てん じん こ ふん

5

山辺町393 大  塚 
おお つか

6

大字下反田H13新規 下  反  田 2
しも そり だ

7

大字陣場新田字
熊ノ木H10新規 熊  ノ  木 

くま の き

8

山形県埋蔵文化財センター緊急発掘調査実施。
大字陣場字志戸
田縄H10新規 志  戸  田  縄 

し と だ なわ

9

大字志戸田字茨
田126 塚  田 

つか だ

10

大字陣場129 陣  場 
じん ば

11

山形県埋蔵文化財センター緊急発掘調査実施。
大字今塚字壇の
前136 今  塚 

いま づか

12

山形県埋蔵文化財センター・山形市教育委員会緊急発掘
調査実施。古墳時代前期の水田検出。大字梅野木前H3新規 梅  野  木  前 １

うめ の き まえ

13

山形大学・山形市教育委員会範囲確認調査実施。一部国
指定史跡。嶋Ⅰ～Ⅲ式（引田～栗囲式併行）土器標式遺跡。宮町字嶋4 嶋 

しま

14

山形市教育委員会緊急発掘調査実施。大字梅野木前H3新規 梅  野  木  前 ２
うめ の き まえ

15

滅失。詳細な位置不明。宮町字桧葉ノ木7 宮  町  古  墳 
みや まち こ ふん

16

宮町式土器（塩釜式併行）標式遺跡（川原田出土土器と
区分不明）。宮町字桧葉ノ木5 桧  葉  ノ  木 

ひ ば の き

17

宮町式土器（塩釜式併行）標式遺跡（桧葉ノ木出土土器
区分不明）。宮町字川原田3 川  原  田 

かわ ら だ

18

宮町４丁目2350 宮  町  円  応  寺 
みや まち えん のう じ

19

宮町５丁目6 宮  町  三  小 
みや まち さん しょう

20

山形市教育委員会緊急発掘調査実施。平安時代の石製私
印出土。城北町H17新規 城  北 

じょう ほく

21

山形市教育委員会緊急発掘調査実施。双葉町H9新規 双  葉  町 
ふた ば ちょう

22

詳細な位置不明。不明未登録 稲  荷  塚  古  墳  群 
いな り づか こ ふん ぐん

23
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備　　　　　　　考所在地県遺跡番号遺跡名番号

詳細な位置不明。不明未登録 石  関  古  墳 
いし ぜき こ ふん

24

山形県教育委員会・山形県埋蔵文化財センター・山形市
教育委員会緊急発掘調査実施。

鉄砲町１丁目・
春日町29 山  形  西  高  敷  地  内 

やま がた にし こう しき ち ない

25

山形県教育委員会緊急発掘調査実施。県指定史跡。
大字門伝字大ノ
越S53新規 大  之  越  古  墳 

だい の こし こ ふん

26

昭和48年４月17日，同年４月18日山形大学調査。大字柏倉字中林S59新規 中  林  古  墳  群 
なか ばやし こ ふん ぐん

27

別称：柏倉土師（かしわぐらはじ），柏倉（かしわぐら）。
山形県教育委員会緊急発掘調査実施。

大字柏倉字坊屋
敷24 坊  屋  敷 

ぼう や しき

28

山形大学・山形市学術調査実施。古墳群市指定史跡，２
号墳のみ県指定史跡。出土埴輪市指定文化財。大字菅沢字山崎112 菅  沢  古  墳  群 

すげ さわ こ ふん ぐん

29

大字前明石字落
合10 前  明  石 

まえ あか し

30

墳丘残存。前明石111 上 り 亀  下 り 亀  古  墳 
のぼ かめ くだ かめ こ ふん

31

大字二位田107 寺  裏 
てら うら

32

別称：堂の前。大字二位田105 二  位  田 
に い だ

33

大字二位田字川
落106 川  落 

かわ おち

34

山形県埋蔵文化財センター緊急発掘調査実施。
大字長谷堂字萩
原101 萩  原 

はぎ わら

35

別称：谷柏古墳群C地点大字谷柏87 薬  師  様  古  墳 
やく し さま こ ふん

36

県指定史跡。
大字谷柏字上ノ
山86 谷  柏  古  墳  群 

や がしわ こ ふん ぐん

37

別称：中谷柏（なかやがしわ），谷柏（やがしわ）。山形県
埋蔵文化財センター緊急発掘調査実施。大字谷柏84 谷  柏 Ｊ

や がしわ

38

谷柏式土器（南小泉Ⅱ式併行）標式遺跡。沢田遺跡包括。
別称：谷柏土師（やがしわはじ）大字谷柏85 谷  柏 

や がしわ

39

山形県埋蔵文化財センター緊急発掘調査実施。
大字片谷地字元
屋敷H12新規 山  形  元  屋  敷 

やま がた もと や しき

40

大字谷柏字石田80 石  田  前 
いし だ まえ

41

別称：毘沙門土師（びしゃもんはじ）大字谷柏92 毘  沙  門 
び しゃ もん

42

大字松原字花川74 花  川 
はな がわ

43

別称：松原（まつばら）大字松原字横手75 横  手  区 
よこ て く

44

南山形考古研究会発掘調査実施。天神山式土器（引田式
併行）標式遺跡。大字松原字峯岸73 天  神  山 

てん じん やま

45
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Ⅰ　遺跡の位置

第２図　地形分類図
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第３図　遺跡周辺の旧地形（上段：明治34、36年）と現地形（下段：平成14年）
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Ⅰ　遺跡の位置

第４図　調査区周辺の旧地形（上段：昭和31年）と現地形（下段：平成２年）



Ⅱ　調査の経緯

１　調査に至る経緯
　今回の調査は社会福祉法人慈風会による高齢者福祉施設建設に伴い実施したものである。事業に先

立ち事業者より事業地域内に埋蔵文化財の有無についての照会があった。事業地内には周知の埋蔵文

化財包蔵地は所在しなかったが，山形市教育委員会では大規模な開発（概ね1,000㎡以上）については

周知の埋蔵文化財包蔵地の有無に係わらず原則として開発前に試掘調査等を行い埋蔵文化財の有無の

確認を行うよう開発事業者に指導している。開発面積が上記要件に合致していること及び近隣に周知

の埋蔵文化財包蔵地である飯塚遺跡が所在することを踏まえ，慈風会に対して遺跡の有無を確認する

ための調査の協力を要請した。これを受けて慈風会では平成21年２月18日付で埋蔵文化財の有無につ

いての照会文書を提出し山形市教育委員会が試掘調査を実施する運びとなった。

　試掘調査は平成21年４月２日及び３日の２日間実施した。計画区域のうち建築物設置予定箇所を中

心にＴＴ１からＴＴ７の７箇所の試掘坑を設定し遺構及び遺物の確認を行った（第５図）。

　結果，ＴＴ２～ＴＴ４・ＴＴ６では柱穴と判断される土色変化を確認した。これら柱穴周辺からは

比較的まとまった量の土器が出土しており建物跡が存在することが確認された。ＴＴ１，ＴＴ７では

遺物は出土したが遺構と判断される土色変化は観察されなかった。ＴＴ５では遺物包含層が観察され

なかった。また遺構が確認された試掘坑では基盤層が砂質で固くしまるのに対し，遺構が確認されな

い試掘坑では遺物を包含する黒色粘土質砂以下が軟弱な粘土層となり粘土層中から未分解のアシ類が

確認されるなど湿地状となっていた。この基盤層は褐灰色をしており南側では砂質を帯び，北へ向か

うにつれ粘質となる。

　以上の観察結果から調査対象地は馬見ヶ崎川の支流が形成した自然堤防付近あたり古墳時代の集落

跡が存在することが確認された。なお今回の調査では北側に位置する飯塚遺跡とのつながりを確認す

るまでに至らなかった。よって現段階では別遺跡として取り扱うこととした。

　この調査結果を受けて平成21年４月15日付（教）社第23号により山形県教育委員会に遺跡発見の通

知を行うとともに，平成21年４月15日付（教）社第24号により慈風会に対して文化財保護法による手

続きを行うこと及び埋蔵文化財の保護について山形市教育委員会との協議が必要な旨回答した。

　これを受けて山形市教育委員会と慈愛風とで埋蔵文化財の取り扱いについて協議を行った。結果慈

風会の理解と協力のもと工事による掘削が極力遺跡に及ばないよう建物の位置を変更し可能な限り遺

跡を保存することとなった。しかしながらやむを得ず遺構が破壊される建物の基礎部分について緊急

発掘調査を実施することとなった。これら合意事項について山形市と慈風会とで平成21年５月20日付

けで協定書を取り交わし平成21年５月25日より調査を開始した。
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Ⅱ　調査の経緯

第５図　試掘調査概要図



２　調査の方法と経過
　調査はやむを得ず遺跡が破壊される建物基礎部分についてＡ～Ｄ区の４箇所に区分して調査をすす

めた。調査面積は130㎡である。

　表土の除去については試掘調査で確認した耕作土及び洪水砂までは重機を使用した。遺物包含層以

下は人力により掘り下げを行うこととした。

　表土の除去が終了した段階で測量業者より５ｍ方眼を基本として測量基準点を設置した（第６図）。

また各測量基準点には世界測地系（第Ⅹ系）による座標値を付した（表２）。

　出土遺物については遺物の大小や残存状況を問わず可能な限り出土位置を記録してから取り上げた。

この作業は遺物包含層の掘り下げが終了するまで随時行った。

　Ａ区では黒色土層を除去した段階で南端部で密な遺物の出土が見られた。この遺物集中部は住居跡

と判断される掘り込みを確認したので竪穴住居として登録した。また北側でも出土遺物は微量である

ものの竪穴住居跡と推定される地形変改が確認されたので住居跡として登録した。

　Ｂ区では黒色土層を除去した段階でＡ区と同じく南端部で密な遺物の出土が見られた。この遺物集

中部についても住居跡と判断される掘り込みを確認したので竪穴住居として登録した。

　Ｃ区では遺構・遺物ともに全く確認されなかった。

　Ｄ区では微量の遺物の出土は見られるものの遺構は全く確認されなかった。

　上記作業と並行して遺構実測図や写真等の記録を作製した。調査区域全域の平面図及び断面図を完

成させ現地における調査を終了した。

　室内での整理作業は出土遺物については洗浄，出土位置等のネーミング，接合，復元及び実測の順

で作業を進めた。なお遺物の洗浄についてはブラシを使用せず水流により汚れを落とし極力遺物のも

つ情報を損なわないよう努めた。調査記録類については台帳整備，図面の合成，写真注記等を行った。

　これら調査記録類を検討し報告書の作成を行った。

表２　グリッド座標一覧表
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Ｙ座標Ｘ座標測　点
－46662.675－193498.535T－1
－46646.718－193535.708T－2
－46663.057－193502.7182－B
－46663.512－193507.6972－C
－46663.967－193512.6762－D
－46664.422－193517.6552－E
－46664.877－193522.6352－F
－46665.332－193527.6142－G
－46665.787－193532.5932－H
－46656.584－193503.3093+1.5－B
－46657.039－193508.2883+1.5－C
－46657.494－193513.2683+1.5－D
－46657.949－193518.2473+1.5－E
－46658.404－193523.2263+1.5－F
－46658.859－193528.2053+1.5－G
－46659.314－193533.1853+1.5－H

Ｙ座標Ｘ座標測　点
－46650.111－193503.9004+3.0－B
－46650.566－193508.8804+3.0－C
－46651.021－193513.8594+3.0－D
－46651.476－193518.8384+3.0－E
－46651.931－193523.8174+3.0－F
－46652.386－193528.7974+3.0－G
－46652.841－193533.7764+3.0－H
－46643.638－193504.4925+4.5－B
－46644.093－193509.4715+4.5－C
－46644.548－193514.4505+4.5－D
－46645.003－193519.4305+4.5－E
－46645.458－193524.4095+4.5－F
－46645.913－193529.3885+4.5－G
－46646.368－193534.3675+4.5－H
－46656.202－193499.1263+1.5－A+0.8
－46649.729－193499.7184+3.0－A+0.8
－46643.256－193500.3095+4.5－A+0.8
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Ⅱ　調査の経緯

第６図　グリッド設定図



Ⅲ　遺跡の概観

１　遺跡の層序
　本遺跡は馬見ヶ崎川の支流の形成した自然堤防付近にあたり標高は約110ｍである。周辺地域は現在

では耕地整理などにより平坦になっているものの概ね東から西にかけて緩やかに傾斜している。遺跡

を覆う地層について地表面より５つの層に大別した（第７図）。

　Ⅰ層は現代の耕作土である。黒褐色をしており所々撹乱されるものの厚さはほぼ一定である。調査

開始直前まで耕作が行われていたため地表面付近は多量の植物根を含むとともに空隙がある。

　Ⅱ層は時期不明の洪水砂層である。遺物は全く出土しなかった。Ⅱ層中にはⅢ層に起因するラミナ

が観察されることからⅡ層は洪水時にⅢ層を削りながら堆積していったと判断される。Ⅲ層，Ⅳ層，

Ⅴ層がほぼ水平かつ同じ厚みで堆積しているのに対しⅡ層は北へ向かって厚みをましながら傾斜して

堆積していることからⅡ層の堆積に作用した洪水時に本遺跡付近では若干の地形変化があったと推定

される。

　Ⅲ層は旧水田耕作土と推定される。上部がⅡ層により削平され西から東へ向かって薄くなる。上面

では水路と推定される溝状の遺構を確認した。この溝状の遺構はＡ～Ｃ区で確認され幅及び走行方向

とも一致することから一連のものと推定される。

　Ⅳ層は古墳時代以降の自然堆積土である。若干の遺物を包含する。Ａ～Ｃ区でほぼ水平に堆積する。

腐植に富み未分解の植物根を多量に含む。厚さは10～20cm程である。一時地表面であったかもしくは

地表面付近であったと推定される。

　Ⅴ層は古墳時代の自然堆積土である。遺跡の立地する基盤層との土色はほぼ同じであるがやや暗色

である。調査開始時は地山層と認識していたが遺物を包含することから遺構覆土となる自然堆積土と

判断するに至った。遺物の有無でⅤ－１層及びⅤ－２層に細分した。Ｃ及びＤ区では細分することが

出来なかった。下位のⅥ層（地山層）に比べ粘質である。Ⅴ－２層とⅥ層との区分は前者がやや粘質

で暗色を呈することから区分した。

　Ⅵ層は古墳時代以前の自然堆積土である。上位のⅤ層とほぼ同一の土色であるが土質はより砂質で

ある。固く締まり安定しているが北側へ行くにつれ粘質となっていきⅤ層との区別がほとんどつかな

い。

２　遺構の分布
　３棟の竪穴住居跡を確認した（表３・第８図）。調査区の制限から全体規模を出来なかったが，調査

区南西部に集中して確認されており試掘調査時に確認した遺構の分布域と一致する。このことから今

回の調査区域は建物密集域の東端部であると判断される。
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Ⅲ　遺跡の概観

第７図　基本層序柱状図

表３　遺構観察表

図版
番号

挿図
番号備　　　　　　　考

検出面
からの
深さ

短軸長軸検出層グリッド区遺構
番号

210
焼失家屋。炭化材多数出土。炭化材の放射性炭
素年代測定結果はAD550。柱穴，カマド等の施
設確認できず。

23520～520～Ⅴ1－E～2－GＡSI１

2・312

炭化物の薄層が確認されるも建築部材と推定さ
れる炭化材は確認できず。柱穴，カマド等の施
設確認できず。北辺に打込杭を確認したが掘り
込みから外れておりこの住居跡に伴うかは不明。

28450～450～Ⅴ3－F・GＢSI２

216出土遺物微量。柱穴，カマド等の施設確認でき
ず。溝の可能性もあり。32不明420Ⅴ1－C～2－DＡSI３
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第８図　調査区配置図
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Ⅳ　検出された遺構と遺物

 
１　Ａ区の概要
　今回の調査区の最も西側にあたる。Ⅰ～Ⅲ層では遺

物は全く出土しない。Ⅳ層のうち南側（２－Ｄグリッ

ド以南）では少量の遺物を出土し，Ⅴ層上位（Ⅴ－１

層）において多量の遺物が出土する。Ａ区全体で登録

数にして869点の遺物が出土したがその大きさは５cm

四方に収まるような破片がほとんどである。前章で述

べたようにⅣ層上面が旧地表面付近であったことから

上部は撹乱され遺物が破砕されたと推定される。Ⅴ層

及びⅥ層は北へ向かって緩やかに傾斜する。確認した

遺構はSI１竪穴住居跡及びSI３竪穴住居跡の２棟であ

る。調査区の制約のため両者とも遺構の全体規模を確

認することができなかった。

SI１竪穴住居跡（第10・11図　図版２・４・５）

位置：１－Ｅ～２－Ｇ　検出層：Ⅴ層

規模：520cm以上

　Ａ区の南端に位置する。北辺及び東辺の一部を検出

した。建築部材と判断される炭化材が多量に出土した

ことから焼失家屋であると判断される。上部で出土す

る遺物は小破片であるが下位(床面付近)になるにした

がって破片の大きさが大きくなり残存度の良い個体が

出土する。遺物は住居跡南側で比較的密に分布する。

土師器椀（１～４），坏（５～７），高坏（10～15），坩

（16），壷（18～21），甕（17，22～25）の25点を図化し

ている。いずれも小破片で全体の器形が判断できるも

のは少ない。内面に黒色処理が施されておらず高坏で

は脚部が全て中空であるといった器形の特徴から概ね

南小泉Ⅱ式の範疇に収まるものと判断される。また竹

製の櫛（26）が出土しその樹種同定及び塗膜分析を行っ

ている（付編１参照）。なお炭化材については年代測

定を行っておりAD420～640年の測定結果を得ている

（付編２参照）。

Ⅳ　検出された遺構と遺物

第９図　Ａ区全体平面図・断面図
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第10図　Ａ区  SI１竪穴住居跡平面図・断面図
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Ⅳ　検出された遺構と遺物

第11図　Ａ区  SI１竪穴住居跡出土遺物
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第12図　Ａ区  SI３竪穴住居跡平面図・断面図及び出土遺物
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Ⅳ　検出された遺構と遺物

第13図　Ａ区遺物集中部平面図・断面図



第14図　Ａ区遺物集中部出土遺物

SI３竪穴住居跡（第12図　図版２・５）

位置：１－Ｃ～２－Ｄ　検出層：Ⅴ層

規模：420cm

　南側のSI１竪穴住居跡と軸線及び規模が似た落ち込みを確認したので竪穴住居として登録した。遺

物の出土は十数片にとどまりほとんどが遺構検出面付近で出土している。炭化材は全く出土しない。

２点を図化した。坏の口縁部（27），高坏脚部（28）の他，坏，甕，壷などの破片が出土した。高坏脚

部の形態がSI１竪穴住居出土のものとほぼ同じであることから概ね同時期の所産と判断される。

遺物集中地点（第13・14図　図版２・５・６）

位置：２－Ｅ

　竪穴住居状の地形変化は認められなかったものの比較的多量の遺物が出土した。12点を図化した。

Ⅴ－１層下位からⅤ-２層上面で出土する。Ⅳ層堆積時に削平をうけたのかもしれない。土師器椀（29

～31），高坏（32～36），小型壷（37），甕（38・39）の他今回の調査で唯一の石製品である砥石（40）

が出土した。

その他の出土遺物（第13図　図版６）

　Ａ区北端部より出土した土師器坏（41）及び甕（42）を図化した。

Ⅳ　検出された遺構と遺物
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２　Ｂ区の概要
　Ａ区の東隣となる。Ａ区との距離は約５ｍで

ある。Ａ区と同様にⅠ～Ⅲ層では遺物は全く出

土せず，Ⅳ層下部からⅤ層上面にかけて多量に

出土する。登録数にして705点の遺物が出土し

たがＡ区と同様に小破片が多く器形が分かった

ものは少ない。南端部に遺物の集中地点があり

精査の結果SI２竪穴住居跡を確認した。この竪

穴住居跡以北では地山（Ⅵ層）が粘土質を帯び

始め，北端部では軟弱な粘土層となる。またＡ

区と同様Ⅴ層及びⅥ層は北側へ向かって緩やか

に傾斜する。

SI２竪穴住居跡（第16・17図　図版２・３・６・７）

位置：３－Ｆ・Ｇ　検出層：Ⅴ層

規模：450cm以上

　Ｂ区の南端で確認した。Ａ区SI１竪穴住居跡

のほぼ真東に位置する。住居跡の北辺と東辺の

一部を検出した。推定される規模から判断して

Ａ区SI１竪穴住居跡に並行して隣接するかほぼ

接する。また住居跡北側西壁付近で確認した打

込杭はこの住居跡に伴うと考えられるが調査区

の制約から詳細な調査をすることが出来なかっ

た。杭の断面形は１／４円の扇形となり上部は

尖っている。竪穴住居跡に対して外側に傾いて

いた。

　出土した遺物は上部では小破片が多く床面に

近くなるほど残存状況が良い。住居跡南側がよ

り遺物の分布が密で掘り込みの外側まで遺物の

出土が認められた。堆積土中からは床面直上に

炭化物の層が確認されたのみで建築部材として

の形状を保った炭化材は出土しなかった。

　出土した遺物は土師器坏（43・44），高坏（45

～50），壷（51・52・55・58・60），甕（53・54・

56・57・59）などである。全体の器形が確認で

きた遺物はほとんどない。SI１竪穴住居跡出土

Ⅳ　検出された遺構と遺物

第15図　Ｂ区全体平面図・断面図
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第16図　Ｂ区  SI２竪穴住居跡平面図・断面図
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Ⅳ　検出された遺構と遺物

第17図　Ｂ区  SI２竪穴住居跡出土遺物



遺物と同様の器形及び器種構成となる。よって概ね

南小泉Ⅱ式の範疇に収まるものと判断される。

３　Ｃ区の概要
　遺物は全く遺物は出土しない。Ⅳ層の上面はⅢ層

により撹乱され上面に凹凸がある。またその厚さは

前述のＡ区及びＢ区よりも厚い。Ⅴ層はＡ区及びＢ

区と同様北側へ向かって緩やかに傾斜する。南端部

に東西に伸びる溝状の落ち込みが確認された。
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第18図　Ｃ区全体平面図・断面図
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４　Ｄ区の概要
　今回の調査で最も東側に位置する調査区である。

これまでの調査区と同様にⅠ～Ⅲ層までは全く遺物

が出土しない。Ⅳ層の上面はＣ区と同じくⅢ層によ

り撹乱され上面に凹凸がある。またⅡ層が南部でし

か確認できない。全層において西側に位置するＡ～

Ｃ区より標高が低い。６－Ｆグリッド付近の落ち込

みより十数点の遺物は出土した。そのうち３点を図

化している。

　図化したのは土師器壷（66・67），甕（68）である。

いずれもⅣ層中からの出土である。全体的に摩滅し

ておりほとんど接合しないことから西側あるいが南

側より流れ込んだものと推定される。

５　その他の遺物
　試掘調査時に出土した遺物のうち２点を図化した。

２点ともTT３より出土したものである。土師器高

坏（69）は坏身の体部が直線的に外形しまた底部の

接合部分の痕跡から脚部は中空となると判断される。

甕（70）は破片が厚手であることからかなり大型の

ものと判断される。

Ⅳ　検出された遺構と遺物

第19図　Ｄ区全体平面図・断面図
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第20図　Ｂ区・Ｄ区遺構外及び試掘調査出土遺物
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Ⅴ　総　　　括

　今回の調査は社会福祉法人慈風会による高齢者福祉施設建設に伴い実施したものである。

　関係各位のご理解とご協力により建物位置を極力遺跡範囲から外れるよう設計の変更をしていただ

いた。しかしながらやむをえず破壊を免れない建物基礎部分についての緊急発掘調査を実施した。

　結果古墳時代中期の土師器を中心とした遺物が出土し３棟の竪穴住居跡を確認した。そのうちの１

棟（SI１）から建築部材と判断される炭化材が多数出土した。その炭化材について年代測定を行った

ところ西暦420年～640年という結果を得ており出土遺物の年代観と概ね一致する。３棟の竪穴住居跡

は調査区の制約上その一部を確認したにとどまるが，その平面形状から建物の軸線は概ね一致すると

推定され何らかの規格あるいは規制をもって建てられていたと推測される。

　その他試掘調査時に掘立柱建物跡の柱穴と推測される遺構を確認している。よって本遺跡は竪穴住

居と掘立柱建物で構成される集落であったと推測される。

　出土遺物は後世の撹乱のためか小さな破片が磨滅した状態で出土するものが大半であった。器形を

判断出来るものは少なかったが比較的残存状態の良いSI１及びSI２竪穴住居跡出土遺物から概ね南小

泉Ⅱ式の範疇に収まるものと推測される。市内の出土例でいえば下柳Ａ遺跡ST３竪穴住居出土遺物と

類似する。

　以上地形判読，地層の観察，遺構及び遺物の様相から飯塚２遺跡は馬見ヶ崎川の支流が形成した自

然堤防上に立地した古墳時代中期の集落跡で５世紀中頃に廃絶したと推定される。
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